
・曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関わり及び音楽の多様性などについて理解を深めて

いる。

・創意工夫などを生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付け，歌唱，器楽，創作などで表し

ている。

思考・判断・表現

音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚し，それらの働きを感受しながら，知覚したことと

感受したこととの関わりについて考え，どのように表すかについて表現意図をもったり，音楽を評価し

ながらよさや美しさを味わって聴いたりしている。

主体的に学習に

取り組む態度

音や音楽，音楽文化と豊かに関わり主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習活動に取り組もうとして

いる。

コ ー ス教 科 名 科 目 名 単 位 数 科 学 年

２　学習計画及び評価方法

芸 術 音 楽 Ⅱ 2 普 通 2 普 通

１　学習の到達目標等

学習の到達目標

音楽の諸活動を通して、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、個性豊

かな表現の能力と主体的な鑑賞の能力を伸ばし、音楽文化についての理解を深める。

教科書・副教材 MOUSA 2（教育芸術社）

学期 月 学 習 内 容 考査・課題・提出物等

1

4
楽典（５）　「ハナミズキ」

キーボード

5
「糸」

西洋音楽史

楽器テスト

6
鑑賞　　ベートーヴェンの生涯と作品

7
期末試験

2

9
いろいろな楽器にふれる「天体観測」

10
日本音楽史２

11
アンサンブルを楽しむ（創作） 楽器テスト

12
世界の諸民族の音楽 期末試験

４．学習状況の評価方法

定期試験や授業・課題への取り組みに基づき，知識・技能，思考・判断・表現，主体的に学習に取り組む態度の各観点

を考慮し，総合的に評価する。

５．担当者からのメッセージ

音楽Ⅰで学んだ理論や楽器を使って音楽を表現していきましょう。人と合わせる楽しさを感じてください。

3

1
楽典（７）　音階③　コード

ポピュラー音楽（２）　世界　映画音楽

2
楽典の復習

著作権

楽器テスト

3
1年間のまとめ 学年末試験

３．評価の観点

知識・技能


